
 

 

 

 

 

 

 

思いを一つに、全校生徒で生み出すハーモニー  

11月8日(金)、今年度の合唱コンクール「 虹～128色の歌声を1つに響かせよう ～」を実施しました。今年度の生徒会のス

ローガンには生徒会執行部、そして全校生徒の「一人一人が主人公、笑顔で、光輝いてほしい」という一貫した願いが込められ

ています。 

各クラスとも、当日の本番まで合唱リーダーを中心にクラス合唱を仕上げてきました。日々の練習の積み重ね、他学年との合

同練習、そして学年合唱のリハーサルでの気付きや改善点などを次の練習に生かして、自分達の合唱をつくりあげていきました。   

どのクラスも、その仲間でしか生み出せない素敵な、きれいなハーモニーを響かせました。自由発表では、オーディションを

通過した5 組のステージ発表がありました。歌、ダンス、ピアノ演奏の披露があり、それぞれ堂々としたパフォーマンスで、会

場内は大きな拍手に包まれました。吹奏楽部の演奏では、息の合った軽快なリズムの演奏に会場が引き込まれました。 

全校生徒ひとりひとりが笑顔で、虹色に輝く素敵な一日となりました。また、体育祭から更に仲間との絆が深まった合唱コン

クールでもありました。ご声援いただきました保護者の皆さま、地域の皆さま、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

命の大切さについて考えました。(1 年生 バースデープロジェクト)   

10月31日(木)、島根県助産師会から助産師の熱田愛子さん、川島由紀江さん、中山正子さんをお迎えし、1年生を対象とした

「バースデープロジェクト～いのちの楽習出前講座～」を実施しました。講師のみなさんから命の大切さ、親の気持ち、多様な

性等について、自身の経験をふまえながらお話していただきました。また、赤ちゃん人形を抱っこしたり、妊婦体験や赤ちゃん

とのふれあい体験をしたりしました。 

今回の講座を通じて、思春期の心と体の変化、妊娠から出産までの過程、多様な性などについて理解を深めました。何よりも

命の大切さを学び、自他ともに大切にする関わり方について考えることもできました。 

【生徒感想より】 

・赤ちゃんが生まれてくるまでの道のりがとても大変だと思いました。人が誕生してくることはすごいことだと感じたので、

1つの命を大切にして過ごします。 

・今日の講座で、「無事に生まれてくることが当たり前でないこと」「命が生まれてくることは素晴らしいこと」を学びました。 

・私が生まれてきたことは、母や助産師さんなど周りの人の支えがあり、大切にされて生まれてきたのだと感じました。 

 鹿島ふれあい学園・松江市立鹿島中学校 令和６年度 第 7号   (令和 6年 11月 14日：文責 山本) 

          

                                         <日々の活動を紹介 鹿島中HP> 



※今後の予定については、本校HPでご確認ください。 

 

 

 

 

 

歴史的・文化的な視野を広め、仲間との絆を深めました。(2 年生 修学旅行)  

 2 年生は、10 月 23 日(水)から 10 月 25 日(金)の 2 泊 3 日の日程で京阪神方面への 

修学旅行に出かけました。神戸での震災学習、奈良での見学、京都自主研修など、初 

めて訪れる土地、触れる文化に感化されたことでしょう。普段の生活では体験できない多く 

のことを学ぶ貴重な機会となりました。 

また、修学旅行スローガン「47人の冒険者たち ～ one for all, all for smile ～ 」のとおり、お 

互いに協力し、笑顔で研修に取り組むことができ、仲間との絆をより一層深めることもできました。 

かけがえのない仲間と貴重な経験をし、思い出に残る修学旅行になりました。 

 

 

 

  

 

将来に向けて(3 年生 職場体験／幼児ふれあい体験)  

3年生は、10月16日(水)から10月18日(金)までの3日間、町内外の事業所30カ所で職場体験を行いました。最初は戸惑う

こともあったと思いますが、事前研修やマナー研修で学んだことなどを思い出しながら、任せられた仕事を確実に行うだけでな

く、率先して作業に取り組む姿も見られました。 

また、家庭科の時間に松江市立御津保育所に出かけ、「幼児ふれあい体験」を行いました。幼児と遊ぶことで、発達段階や行動

の様子を知るとともに、愛情をもって幼児と接することの大切さを学ぶ機会となりました。 

今回の体験で学んだこと、考えたことなどをそれぞれの進路選択の参考にし、今後の生活に生かしてほしいと思います。 

 

 

  

  

 

鹿中生が活躍、鹿島町民文化祭  

10月26日(土)に開催された第8回鹿島町民文化祭に、本校から初めて7名(3年生)の生徒が  

地域ボランティアとして参加しました。ステージ発表、e-スポーツ、健康チェックなどの担当 

業務に率先して取り組み、地域の一員として活躍しました。 

また、当日は作品展示(美術、人権啓発標語)、本校吹奏楽部による演奏がありました。 

吹奏楽部の演奏では、「笑点」の曲が流れると会場内は一気に明るい雰囲気となり、次の演奏  

曲「学園天国」で、更に盛り上がりました。2年生部員は修学旅行から戻ってきてからの翌日の 

演奏でしたが、部員全員で息を合わせた演奏を披露しました。鹿中生が大活躍した1日でした。 

松江市原子力防災訓練、PTA 合唱、お世話になり、ありがとうございました。  

 10 月 19 日（土）の松江市原子力防災訓練では、保護者の皆さまのご協力のもと、松江市総合体育館への避難（2 年

生）、学校引き渡し（1・3 年生）、どちらもスケジュール通りに終えることができました。 

また、11 月 8 日(金)の合唱コンクールでの PTA 合唱もお世話になり、ありがとうございました。素敵な歌声、保護

者の皆さまからの温かく、熱いメッセージが生徒一人一人の心に届いたのではないでしょうか。 

今後ともご支援、ご協力いただきますよう、お願いします。 


